
ひ  と        ひ  

と  

「
女
と
男
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
久
喜
」
総
会
記
念
講
演 

   
 

 
 

 
 

講
師
：
久
喜
市
教
育
委
員
会
・
地
域
保
健
課
・
社
会
福
祉
協
議
会 

        

       

     
 

 
 第

二
十
一
回
目
の
「
女
と
男
い
き

い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
久
喜
」
の
総
会
が

五
月
九
日
に
行
わ
れ
、
第
一
部
の
議

案
に
続
い
て
、
第
二
部
で
は
「
総
会

記
念
講
演
」
と
し
て
『
久
喜
市
の
不

登
校
・
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
』

と
い
う
内
容
で
、
久
喜
市
教
育
委
員

会
指
導
課
、
地
域
保
健
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
様
よ
り
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

最
初
は
、
教
育
委
員
会
教
育
部

指
導
課
の
奥
田
先
生
に
よ
る
『
久

喜
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
つ
い
て
』
で
す
。 

ま
ず
久
喜
市
の
不
登
校
児
童
生

徒
の
現
状
は
、
下
記
図
①
の
よ
う
に

平
成
二
十
九
年
と
令
和
四
年
の
比

較
で
は
、
小
学
生
が
五
倍
に
増
え
六

十
八
人
、
中
学
生
が
三
倍
に
増
え

百
八
十
七
人
で
す
。
学
年
別
で
は
、 

 

図
②
の
よ
う
に
小
学
生
か
ら
中
学

生
に
な
る
と
き
が
二
倍
に
な
り
、
原

因
は
「
学
習
の
つ
ま
ず
き
」
「
人
間

関
係
」
「
家
庭
環
境
」
「
本
人
の
性

格
」
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
二
百

五
十
五
人
の
う
ち
、
支
援
に
よ
っ
て

登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
小

学
生
六
十
八
人
、
中
学
生
五
十
で 

   

人

 
 

       

 す
。
（
令
和
四
年
） 

現
在
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適

応
指
導
教
室
）
に
通
う
児
童
生
徒

数
が
十
九
人
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通

学
者
が
五
人
、KD

X

（
久
喜
市
共
同

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
）
参
加
者
が
八
人

 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

小学  13 22 39 56 43 68 

中学  66 107 109 124 138 187 

合計  79 129 148 180 181 255 

学
年 

小
１ 

小
２ 

小
３ 

小
４ 

小
５ 

小
６ 

中
１ 

中
２ 

中
３ 

数 ３  ５  ６  13 15 26 54 67 66 

ひ  と      ひ  と  

女
ひと

と男
ひと

いきいきネットワーク久喜・通信第 39 号 2024,7,5 発行 

図①久喜市不登校児童生徒数  

図②久喜市学年別不登校児童生徒数  



で
す
が
、
課
題
は
残
り
の
子
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
教
育
支
援
が
で
き
る
か

？
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

久
喜
市
の
総
合
的
な
不
登
校
対

策
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
取
組
み
が

あ
り
ま
す 

 と
り
の
こ
さ
な
い 

児
童
生
徒
が
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

① 

「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
ド

ル
ー
ム
（
旧
適
応
指
導
教
室
）
」

を
市
内
に
四
箇
所
（
さ
く
ら
フ
レ

ン
ド
、
ポ
ピ
ー
フ
レ
ン
ド
、
サ
ル
ビ

ア
フ
レ
ン
ド
、
コ
ス
モ
ス
フ
レ
ン
ド
）

設
置
し
て
い
ま
す
。 

② 

「
久
喜
市
共
同
オ
ン
ラ
イ
ン
分

教
室
（K

D
X

）
」
を
設
置
し
、
二

十
名
の
教
師
が
全
教
科
、
補
習

で
は
な
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
業

を
配
信
し
、
家
庭
等
で
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

③ 

「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ス

ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
等
）
」

の
市
内
全
中
学
校
へ
の
設
置
を

促
進
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
相
談
室
（
心
の
ケ
ア
）
・

緊
急
避
難
場
所
の
機
能
に
加
え
、

別
室
で
の
学
習
に
よ
り
学
び
の
保

障
を
す
る
の
が
狙
い
だ
そ
う
で
す
。 

④ 

「
く
き
本
樹
塾
」
を
市
内
全
中

学
校
に
設
置
し
、
放
課
後
の
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
～

金
曜
日
の
十
五
時
半
～
十
七
時

半
、
定
員
各
校
三
十
名
程
度
で
、

基
礎
学
力
の
定
着
と
発
展
的
・

応
用
的
な
学
力
の
向
上
、
学
習

習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
学
習

支
援
員
が
個
別
学
習
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

⑤ 

「
多
様
な
学
び
の
場
と
の
連
携
」

と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
組
み
合

わ
せ
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
の

学
び
を
保
証
す
る
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

み
の
が
さ
な
い 

子
ど
も
の
発
す
る

S
O

S

に
対
す

る
支
援
体
制
と
し
て
は
、
以
下
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

① 

「
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
」

（
不
登
校
状
況
調
査
、
学
校
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー 

ト
、゚
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
各

種
学
力
・
学
習
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
分
析
し
、
具
体
的
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
） 

② 

「
『
ふ
か
ま
る
く
ん
』
と
『
ひ
ん
と

ち
ゃ
ん
』
の
活
用
」 

（
前
者
は
児
童
生
徒
お
よ
び
教

職
員
の
自
己
解
決
ツ
ー
ル
で
、
自

己
分
析
結
果
個
票
が
表
示
さ
れ
、

後
者
は
教
職
員
が
見
て
支
援
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
） 

③ 

「
教
育
相
談
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
集
の
活
用
」 

（
久
喜
市
教
育
委
員
会
で
は
、

「
不
登
校
の
未
然
防
止
と
自
立

に
向

け
た
支

援

」
「
チ
ー
ム
支

援
」
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

「
チ
ー
ム
学
校
」
か
ら
「
チ
ー
ム

久
喜
」
へ
つ
な
が
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
） 

④ 
「
教
育
相
談
体
制
の
充
実
」 

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、HP

の
相

談
窓
口
掲
載
、
各
学
校
に
相
談

室
を
設
置
し
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
専
門
家
チ
ー
ム
が
相
談

に
の
れ
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
） 

⑤ 

「
関
係
機
関
の
連
携
」 

（
専
門
家
チ
ー
ム
は
年
三
回
「
不

登
校
児
童
生
徒
支
援
連
絡
会

議
」
を
開
き
ケ
ー
ス
検
討
を
行

い
、
こ
ど
も
未
来
課
、
福
祉
課
、

児
童
相
談
所
、
医
療
機
関
等
と

も
連
携
し
幅
広
い
対
策
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
） 

 

つ
く
ら
な
い 

 

「
学
校
を
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
べ

る
場
所
に
す
る
た
め
」
に
、
久
喜
市

で
は
以
下
の
点
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。  



① 

「
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
施
」 

② 
「
個
別
最
適
な
学
び
・
協
働
的

な
学
び
の
実
施
」 

③ 

「S
T

E
A

M

教
育
」
（
科
学
・
技

術
・
工
学
・
芸
術
・
数
学
等
様
々

な
分
野
の
教
育
を
横
断
的
に
学

ぶ
こ
と
） 

④ 

「
教
職
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活

用
」 

⑤ 

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
一
歩

先
へ
」
（
共
生
社
会
の
実
現
） 

現
在
、
各
学
校
の
授
業
は
「
全
体 

学
習
」
で
は
な
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
「
個

別
授
業
」
が
中
心
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
利

用
は
全
国
第
四
位
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
「
社
会
と
つ
な
が
る
横
断
的
な

P
B

L

（
問
題
解
決
的
学
習
）
」
を
実

施
し
て
お
り
、
昭
和
育
ち
の
私
達
に

と
っ
て
は
そ
の
先
進
的
な
取
組
み
に

驚
く
ば
か
り
で
し
た
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 
 

次
に
、
「
久
喜
市
の
ひ
き
こ
も
り

支
援
」
に
つ
い
て
、
地
域
保
健
課
の

斎
藤
様
よ
り
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
 

地
域
保
健
課
で
は
、
以
下
の
三
つ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

① 

「
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
の
家
族 

の
つ
ど
い
」 

月
一
回
（
第
二
月
曜
）
、
十
四
～

十
六
時
、
中
央
コ
ミ
セ
ン 

② 

「
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
」
年
二

回 

③ 

「
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
月
一
回
、

十
三
時
半
～
十
五
時
半
、
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー 

 
 

精
神
保
健
相
談
件
数
は
昨
年
度 

六
百
三
件
あ
り
ま
し
た
が
、
匿
名
で

の
ご
家
族
の
電
話
が
多
く
、
な
か
で

も
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
件
数
は
二
倍

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

ひ
き
こ
も
り
と
言
っ
て
も
、
個
々
の

内
容
が
違
う
の
と
本
人
と
家
族
の

会
話
が
で
き
て
な
く
支
援
に
つ
な
が

る
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ご
家
族
の
メ
ン

タ
ル
ホ
ロ
ー
も
大
き
な
支
援
の
一
つ

で
す
が
、
当
事
者
の
困
り
ご
と
と
ご

家
族
の
困
り
ご
と
は
異
な
る
の
で
、

「
本
人

の
気
持
ち
・
意
向
を
大
切

に
」
し
て
寄
り
添
い
な
が
ら
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
て
段
階
を
経
て
支
援
に
つ

な
げ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 
 

昨
年
の
『
広
報
く
き
十
月
号
』
で
、

臨
床
心
理
士
の
井
上
さ
ん
が
「
ま
ず

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
『
ひ
き
こ

も
る
』
と
い
う
行
動
自
体
が
悪
い
こ

と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
ひ
き
こ
も

る
こ
と
は
、
嫌
な
こ
と
か
ら
自
分
の

身

を
守

る
た
め
の
行

動

な
の
で

す
。
」
「
ひ
き
こ
も
り
＝
だ
め
な
こ
と

と
い
う
認
識
を
地
域
全
体
で
変
え
、

『
外
の
世
界
は
安
全
だ
よ
』
と
い
う

環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ご 

本
人
が
元
気
な
こ
と
が
一
番
大
切

で
す
。
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
地
域
全
体
で
ひ
き
こ
も

り
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
る
時
間
に
な
り
ま
し

た
。 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 
 

最
後
に
、
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
・
支

援
」
に
つ
い
て
久
喜
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
中
繁
様
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。 

 
 

社
協
で
は
、
「
家
族
が
引
き
こ
も

り
や
不
登
校
で
心
配
で
あ
る
」
「
社

会
と
の
つ
な
が
り
が
無
く
孤
立
し
た

生
活
を
送
っ
て
い
る
」
「
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
「
家

賃
や
公
共
料
金
の
支
払
い
が
困
難

で
あ
る
」
な
ど
、
生
活
上
の
困
難
に

直
面
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
自
立

相
談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
も
そ
も
ひ
き
こ
も
り
の
定
義
は
、

厚

労

省

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と

「
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
就
学
・
就

労
・
交
遊
な
ど
の
社
会
的
活
動
に
参

加
せ
ず
、
原
則
的
に
六
ヶ
月
以
上
に

わ
た
り
概
ね
家
庭
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
状
態
」
を
言
う
よ
う
で
、
全
国
で 

十
五
～
六
十
四
歳
ま
で
の
年
齢
の

約
二
％
で
百
四
十
六
万
人
、
六
十

五
歳
以
上
を
含
め
る
と
二
千
万
人

を
超
え
、
久
喜
市
で
も
千
七
百
四

十
人
ほ
ど
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

社
協
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
傾 

【相談窓口】  

◆久喜市中央保健センター  

 久喜市本町 5-10-47 

 ☎ 0480(21)5354 

◆久喜市社会福祉協議会  

 久喜市青毛 753-1 

 ☎ 0480(23)2526 



向
と
し
て
は
、
大
半
は
「
親
や
き
ょ
う

だ
い
」
か
ら
で
、
最
近
は
四
、
五
十
代

の
方
の
相
談
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
（
８
０
５
０
問
題
＝
八
十
代
の
親

が
五
十
代
の
子
の
面
倒
を
み
る
）
。 

 
 

要
因
と
し
て
は
、
生
活
環
境
の
変

化
か
ら
く
る
場
合
、
家
族
が
原
因
の

場
合
が
多
く
、
対
話
が
少
な
く
「
家

が
あ
っ
て
も
居
場
所
が
な
い
」
ケ
ー
ス

も
多
く
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
家
族
で
は
対
話
が
と
て
も
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
ゆ

え
に
長
期
化
・
複
雑
化
し
、
ご
本
人

に
会
え
る
ま
で
三
～
五
ヶ
月
、
一
年

以
上
か
か
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
ひ
き
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
と
っ

て
、
家
族
が
環
境
そ
の
も
の
。
家
族
の

関
係
が
良
い
か
悪
い
か
で
、
経
過
が

全
然
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
の
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。 

 
 

家
族
関
係
以
外
で
は
、
「
人
間
関

係
ト
ラ
ブ
ル
」
「
不
登
校
の
延
長
」

「
受
験
や
就
活
の
失
敗
」
「
ゲ
ー
ム

や
ネ
ッ
ト
へ
の
依
存
」
等
が
多
く
、
支

援
で
大
事
な
こ
と
は
「
ま
ず
本
人
を

否
定
・
批
判
し
な
い
こ
と
」
だ
そ
う
で 

す
。
「
共
感
し
つ
つ
、
現
実
（
足
元
）

を
見
つ
め
ら
れ
る
よ
う
に
語
り
か
け

る
。
そ
の
う
え
で
、
ひ
き
こ
も
り
に
な

っ
た
元
々
の
原
因
探
し
を
一
緒
に
行

い
、
現
在
の
状
況
か
ら
の
脱
出
を
妨

げ
て
い
る
も
の
は
何
か
？
こ
の
両
輪

の
確
認
や
聞
き
取
り
を
す
る
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

終
わ
り
に
中
繁
様
は
、
「
本
日
ご

参
加
の
皆
さ
ん
に
は
、
家
族
の
話
を

傾
聴
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
『
◯
◯
窓

口
に
相
談
し
て
み
た
ら
・
・
・
』
と
『
つ

な
ぎ
役
』
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
私
た
ち
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。  
 
 
 
 
 
 
 
 

（
K

・
S

） 

           

会 

員 

募 

集 

中 
    

「
女
と
男
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

久
喜
」
は
、
平
成
十
六
年
に
、
久
喜

市
内
で
活
動
す
る
女
性
団
体
や
各

種
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
個
人
が
、
ゆ
る
や

か
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
互
い
に
交
流

し
な
が
ら
情
報
交
換
を
と
お
し
て
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
、
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。 活

動
内
容
は
、
「
構
成
員
相
互
の

交
流
と
情
報
交
換
」
「
講
演
会
開

催
に
よ
る
啓
発
活
動
」
「
調
査
研
究

お
よ
び
学
習
活
動
（
他
地
域
と
の
交

流
の
た
め
の
現
地
訪
問
）
」
「
総
会
、

各
代
表
者
に
よ
る
理
事
会
・
部
会

（
総
務
部
・
研
修
部
・
広
報
部
）
」

「
久
喜
市
と
の
共
催
事
業
『
ひ
と
と

人
の
つ
ど
い
』
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
各

団
体
の
活
動
展
示
等
）
」
「
会
報
の 

 

発
行
」
「
『W

ith
Y

o
u

 

さ
い
た
ま
』 

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
各
団
体
の
活 

動
展
示
」
「
久
喜
市
い
き
い
き
女
性 

議
会
の
開
催
（
久
喜
市
共
催
・
隔 

年
）
」 

で
す
。 

年
会
費
は
、
一
団
体
に
つ
き
二
〇

〇
〇
円
、
個
人
会
員
は
一
〇
〇
〇
円

で
す
。
会
の
設
立
目
的
に
賛
同
し
、

久
喜
市
内
で
活
動
し
て
い
る
各
種

団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？ 

【

編
集
後
記
】 

当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
久
喜
市
と
の
協
働
で

毎
年
、
「
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ
と
）
の
つ
ど

い
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
名
称

が
「
ひ
と
と
人
の
つ
ど
い
」
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
市
民
の
方
か
ら

「
男
女
の
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
か
と
思
っ
た

」
と
勘
違
い
を
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
色
々
議
論
し
、
呼
び

方
は
変
え
ず
表
記
の
み
を
こ
の
よ
う
に
変

え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
他
の
市
町
村
の
名

称
を
調
べ
て
み
た
ら
「
男
女
共
同
の
つ
ど

い
」
と
か
「
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」
が

多
い
よ
う
で
す
。
「
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ

と
）
の
つ
ど
い
」
も
半
田
市
、
海
南
市
、
南

越
前
町
等
で
あ
り
ま
し
た

。 
 

（

S
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
発
行
】 

 

女
と
男
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
久
喜 

代
表 

内
海
弘
美(

２
１)

８
８
２
５ 

皆
さ
ん
も
私
達
と
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？ 
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